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博多港

1.概況

〈市勢〉
　福岡市は、明治22年市制を施行し、九州の政治、経済、
文化の中心都市としての機能を果たしながら、大きく発展し
てきた。
　昭和47年政令指定都市として発足し、さらにその中枢管理
機能を高めるとともに、福岡市を中心とした周辺地域の都市
化の進展に伴い、その地位と比重は増大している。
　現在、多くの市民とともに策定した福岡市総合計画に沿っ
たまちづくりを進めることで、「生活の質の向上と都市の成長
の好循環」を創り出し、「アジアのリーダー都市」の実現を目
指している。
　福岡市の面積は343.46㎢、人口1,595,674人、世帯数822,290
世帯である（令和2年1月1日現在）。

〈沿革〉
明治32年 開港の指定
昭和26年 重要港湾の指定
昭和27年  博多港港湾区域が設定され、福岡市が港湾管理

者としての業務を開始
昭和48年 箱崎ふ頭竣功
昭和54年 オークランド港（NZ）と姉妹港締結
昭和57年 箱崎ふ頭コンテナターミナル供用開始
昭和63年 オークランド港（US）と貿易協力港締結
平成元年 日韓海運協議において釜山航路新設合意
平成2年 特定重要港湾の指定
平成5年 博多港国際ターミナル供用開始
平成6年  香椎パークポートコンテナターミナル一部供用開始
 アイランドシティ整備事業着手
平成7年 中枢国際港湾に位置づけられる
平成9年 上海港（中国）と技術交流港締結
 香椎パークポートコンテナターミナル本格供用
平成11年 ゼーブルージュ港（ベルギー）と貿易協力港締結
 開港百周年
平成15年  アイランドシティ水深14ｍコンテナターミナル

一部供用開始
 上海港（中国）と相互交流港締結
 大連港（中国）と相互交流港締結
平成16年 上海港（中国）と友好港締結

平成17年 天津港（中国）と相互交流港締結
 広州港（中国）と友好港締結
平成20年  アイランドシティ水深15ｍコンテナターミナル

供用開始
平成22年 博多港エココンテナターミナル稼働
平成23年 国際拠点港湾の指定、日本海側拠点港に選定
平成25年  国際港湾協会（IAPH）総会で「港湾環境賞金賞」

受賞
平成27年 中央ふ頭クルーズセンター供用開始
平成30年 中央ふ頭岸壁延伸

〈特徴〉
　博多港は、福岡県の北西部に位置し、三方が陸地に囲まれ、
北西のみが港口として玄界灘に開き、風波に対し極めて安全
な良港である。
　博多港は、古くから｢那の津｣ と呼ばれ、中国の後漢の光
武帝から授けられた｢金印｣、唐や新羅からの使節のための迎
賓館であった｢鴻臚館｣、中世博多商人による朱印船貿易な
どに象徴されるように、古くから大陸との経済、文化の交流
拠点として発展してきた。
　現在も、九州・西日本の経済活動や生活を支える国内有数
の国際拠点であり、日本海側では唯一基幹航路が寄港してい
る。
　さらに、東アジアとの地理的近接性を生かした高速RORO
貨物船やフェリーなどと、市内にコンパクトに集積する多様
な輸送モード（鉄道、航空機等）が連携するなど、国内外の
充実した物流ネットワークを形成している。
　人流面では、26年連続日本一で外国航路船舶乗降人員数
を誇るなど、アジア・世界につながる日本の海の玄関口とし
て、その存在感が一層高まっている。

〈博多港の取組み〉※令和2（2020）年度
◆物流
　 国際競争力があり、多様な物流ニーズに対応した“博多港

づくり”
　　⇒ 物流機能の強化（アイランドシティコンテナターミナ

ルの整備促進等）
　　⇒ポートセールスの強化（航路誘致・集荷等）
◆人流
　官民連携による“海の観光・交流ゲートウェイづくり”
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　　⇒ 安全・安心な海のゲートウェイ（外国航路の再開に向け
た運航事業者や国との連携及び万全な感染防止対策等）

　　⇒市営渡船（利用者の利便性向上や、情報発信の充実）
◆生活・賑わい
　 福岡市の活力を創造する“アイランドシティのまちづくり”
　　⇒快適な居住空間の形成及び公共交通体系の構築
◆環境
　 港湾活動と環境が共存する調和のとれた“博多湾の環境づ

くり”
　　　⇒ 「博多湾NEXT会議」の取組みの推進、「福岡市博多

湾ブルーカーボン・オフセット制度」の運用、はば
たき公園の整備推進等

◆安全・安心
　事故・災害に強い“博多港づくり”
　　⇒ 防災訓練の継続的実施、特定外来生物等の拡散や定着

防止対策
◆アセット
　 既存ストックを有効活用した効率的で機能的な“博多港づ

くり”
　　⇒維持管理計画等に基づく点検及び工事実施
◆情報発信
　 経済活動や市民生活を支える“博多港の情報・魅力発信”
　　⇒ パンフレットやホームページ・SNSなどによる情報発信


